
 
１ 本校の新聞活用（ＮＩＥ）の現状 

（１）ＮＩＥ指定校１年次 ～新聞に興味をもち親しむ～ 

 1 年次の昨年度は、新聞に親しむ環境作りから始めた。中央廊下に「新聞コーナー」を設け、全

校が新聞に親しめるように７紙を置いた。また、４，５年生では新聞スクラップにも取り組み、日

常的に新聞を身近に感じられるような活動も行った。主に高学年での実践だったが、６年生では「選

挙」を通して政治について考えた。５年生では、自分の興味のある記事から感じたことを伝える（表

現する）授業を行い、４年生では長野県の市町村について新聞記事から学習する授業を試みた。い

ずれの授業も教科学習に新聞を活用する価値を見い出すことができ、今後の参考になる有意義な時

間となった。 

 

（２）ＮＩＥ指定校２年次 ～新聞を活用した授業作り～ 

 指定校２年次を迎えた今年度は、低学年でも新聞を活用した授業作りに挑戦した。高学年は昨年

度の実践を踏まえ、「新聞に親しむ」から「新聞で学ぶ」ことを意識して授業作りを行った。（詳細

は後述） 

 

２ 研究の概要 

（１）実践のねらい（育てたい力） 

 

（２）実践授業 

  ① たんぽぽ学級（１年） 「国語」 ～しんぶんから ならった かん字を みつけよう～ 

    【主眼】 

１年生のすべての漢字を学習した子どもたちが、新聞から学習した漢字を見つける

場面で、学習した漢字を見つけ、書き出す活動を通して、漢字や新聞に慣れ親しむこ

とができる 

 

    【成果と課題】 

     ・新聞を活用した学習を設定したことで、学習した漢字に興味関心をもって活動に取り

組むことができた。また、新聞にも興味をもち始める姿もみられた。 

新聞に親しみ 新聞で学ぶ 

指定校２年次  上松町立上松小学校         仁城 崇晴  中村 純也  濱 敦   

大川 雅也  小林 早百合  伴 優美 

 

低学年…新聞で文字探しや新聞を使った遊び、工作をすることを通して、新聞に興味をもつ。 

 

中学年…新聞記事や見出し、写真等から感じたことを交流したり、行事を新聞にまとめたりする活

動を通して、新聞に興味をもち、伝える力を育てる。 

 

高学年…新聞記事のスクラップや記事の要約、感想の交流を通して、書く力、読む力、伝える力を

育てる。 



     ・御嶽海の記事を大きく打ち直したプリントを使っ

たことで、抵抗感なく記事を読むことができた。 

     ・個別の課題の内容や達成感を設定するだけでな

く、個によって支援の仕方を研究していく必要が

ある。 

 

 

② あおぞら学級（２年） 「国語“二字熟語”」～カンジーはかせの大はつめい～ 

    【主眼】 

「花」と「火」を合体して「花火」になるなど、

二字熟語について知った子どもたちが、新聞から熟

語を探す活動を通して、二字熟語の他にも三字熟

語、四字熟語などが新聞に使われていることに気づ

く。 

    【成果と課題】 

・子どもの意欲を高める題材の出し方 

前時、OR児は「子ども新聞」から熟語を探すことに

熱中した。新聞から熟語を探すということに喜びを感

じたことで、本時も意欲的に取り組むことができた。これを機に新聞を読むことに興味を

もち、音読する姿も見られた。（普段は音読を苦手としている） 

 

③ ６年生「国語」～自分の思いを発信しよう～ 

    【主眼】 

新聞スクラップや昨年の「自分の思いを伝え

よう」で新聞に親しんできた子どもたちが、同

世代が書いた投稿を読むことを通して、自分の

伝えたいことを考え、発信してみようという意

識をもつことができる。 

    【成果と課題】 

     ・４人分の同世代の投稿を提示したが、投稿を読

むスピードが速く、新聞スクラップで慣れ親し

んできた成果を感じた。 

     ・投稿の題材を「中学への希望」「小学校との違

い」「部活動」「体験学習」を選んだことで、よ

り身近に感じながら読むことができた。 

     ・「発信したい」という動機付けが弱かった。推

敲を重ねながら、読者にわかりやすい文章を書

く意識も増してきたが、導入部分でもう少し意

識を高めたかった。 
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  ④ ５年生（ＮＩＥ公開授業） 

授業日      平成３０年１１月８日（木） ４校時 

授業学級     ５年 男子１５名(１名) 女子１４名(２名) 計２９名 

教科・単元名   社会科「情報化した社会とわたしたちの生活」 

単元展開（全１０時間） 

 

時数 目標 活動内容 

１ 
わたしたちはどのような情報に囲

まれているのか考えよう 

自分たちのまわりには、多様な情報があることに気づ

き、情報に対する関心を高める。 

２ 
放送局では東日本大震災をどのよ

うにして伝えたのか考えよう 

大震災発生時の放送局の放送を通して、情報を提供し

ている産業と国民生活の様子に関心をもつ。 

３ 

放送局ではどのように番組づくり

をしているのか調べていくための

学習問題をつくろう 

放送などのマスメディアを通して情報を提供してい

る産業と国民生活とのかかわりについて学習問題や

予想、学習計画を考え表現する。 

４ ニュース番組のつくり方を調べよ

う 

ニュース番組がどのようにつくられているのかを調

べ、短い時間で正確にわかりやすく伝える工夫や緊急

時に現地から早く正確に情報を伝える工夫をしてい

ることを資料から読み取る。 

５ テレビ番組はどのようにして決め

られているのか調べよう 

テレビの番組にはどのような種類があるかを新聞の

テレビ欄で調べ、放送局ではテレビの番組を視聴者が

見る時間帯に合わせて編成していることがわかる。 

６ テレビの情報の生かし方について

考えよう 

情報産業は生活に大きな影響をおよぼしていること

や、情報化の進展にともなって放送局の発信者として

の責任と受け入れる側の正しい判断が一層求められ

ていることを考え、適切に表現する。 

７・

８ 

御嶽山入山規制解除を新聞はどの

ように伝えているのか調べよう 

自分が担当する新聞の見出し、リード文に注目して調

べる。 

９ 新聞の違いによる情報の違いを共

有しよう（本時） 

自分が調べた内容について班で共有し、新聞社による

情報の違いを学ぶ。 

１０ これまでの学習を振り返り、放送

局の役割や情報の生かし方につい

てまとめよう 

これまでの学習内容を整理し、改めて自分を取り巻く

情報の生かし方について考える。 

 

本時案 

（１）主眼 

 御嶽山入山規制解除についての新聞社による報道の違いに目を向け、自分が調べたい新

聞社の見出しやリード文についてまとめた子どもたちが、お互いに調べた内容を共有し、

同じ出来事に関する記事でも新聞社による違いがあることに気づくことができる。 

 

（２）本時の位置 

前時：御嶽山入山規制解除に関する記事が載った４種類の新聞から、自分が調べたい新聞

を選び、見出し、リード文に着目して調べ学習をする。 

次時：今までの学習を振り返り、放送局の役割や情報の生かし方についてまとめる。 

 

 

 

 



（３）展開 

 

学習活動 子どもの反応 支援・評価 

１ 自分たちが

調べた内容につ

いて振り返り、

本時の活動の確

認をする。 

・前回は信濃毎日新聞の御嶽山入山規制解除の記事を

調べたな。 

・毎日新聞には息子さんが犠牲になったご夫婦のこと

について書いてあったけど、他の新聞にはどんなこ

とが書いてあるんだろう。 

・今日は班でそれぞれが調べた内容を発表するんだ

な。 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの新聞に

ついて調べてきた

ことを振り返り、

本時の課題を確認

する。（５分） 

２ 班の中で自

分が調べた新

聞の見出しや

リード文につ

いて発表し、

他の人の発表

も聞いて、そ

の違いを見つ

ける。 

・私は信濃毎日新聞を調べました。見出しは「御嶽 祈

り満ちる山頂」で、リード文には、入山規制が解除

された日付と噴火当時の犠牲者や行方不明者のこ

と、この日に山頂を目指した人たちについて書いて

ありました。 

・僕は中日新聞を調べました。見出しは信濃毎日新聞

と少し違い、「あの日 ここにあなたが」でした。 

・毎日新聞には遺族の会「山びこの会」について書い

てあった。行方不明者の１人、19歳の野村亮太さん

のご両親がこの日登頂したことが書いてありまし

た。 

・家でとっている市民タイムスの見出しには、「お山」

という言葉が書いてありました。お山というのは御

嶽教の信者さんたちや地元の方が御嶽山のことをこ

う呼ぶそうです。 

・班で司会者を決め、

１人ずつ発表して

いく。 

・発表を聞きながら、

学習カードに違い

について分かった

ことを記入してい

く。 

・１人の発表が終わ

ったら短時間質問

タイムをとり、疑

問点を明らかにす

る。 

（１５分） 

３ 紙面構成の

違いを見つけ

たり、自分が

調べた新聞の

記事内容で気

になったこと

について発表

したりする。 

・信濃毎日新聞は一番文章量が多い。 

・写真が２枚あるのは信濃毎日新聞と毎日新聞だ。 

・入山規制が解除された場所が分かる図を見ると、中

日新聞が分かりやすいと思う。市民タイムスは図が

ない。 

・私が気になったのは、市民タイムスの「活火山なの

で絶対に安全とは言い切れない」という部分です。御

嶽山に登りたいけど、活火山であることを忘れない

ようにしたいと思った。 

 

・紙面構成について

（文章量、写真、図

など）、分かったこ

とを発表し合う。 

・紙面構成について

発表し終えたら、

自分が気になった

記事内容について

発表する。 

 

学習問題：御嶽山入山規制解除についての新聞報道では、新聞社によって見出しや

リード文にどのような違いがあるのだろうか。 

学習課題：班の中で自分が調べた新聞の見出しやリード文について発表し、自分が

調べなかった新聞社の内容と比較して、その違いを見つけよう。 



・ぼくは信濃毎日新聞の「山頂部に長く滞在しないよ

うに」というパトロール隊員の言葉が印象に残りま

した。入山規制が解除になっても、まだ危険な火山ガ

スが出ているということらしいです。 

・毎日新聞の遺族の方の言葉が読んでいて悲しかっ

た。「亮太を連れて帰りたかったけど、まだ近くに行

くことしかできない」という文です。行方不明者の遺

族の悲しみはまだまだ続くのではないか。 

 

 

 

 

・活動の終わりは学

習カードへのまと

めの時間とする。 

（１５分） 

４ 学習カード

にまとめたこと

を全体で発表し

合う。 

・信濃毎日新聞と中日新聞の見出しにはこんな違いが

ありました。中日新聞の見出しの方が話す言葉のよ

うに書いてあり印象深いです。 

・毎日新聞のリード文には犠牲者の実名もあり、遺族

がこの日登頂したことも書かれていました。 

・市民タイムスのリード文には「お山」という言葉が

あった。信者さんや地元の人たちに親しみがある言

葉や内容で書かれているのではないか。 

・信濃毎日新聞の記事は一番大きかった。 

・現在の御嶽山の登山道の様子がよく分かる図もあっ

たが、中日新聞の図が一番分かりやすいと思った。 

・新聞社によって、内容にこんなにも違いがあるなんて驚い

た。 

・読み手がどの地域の人が多いのか、全国紙なのか地

元紙なのかでも大きな違いがあるのではないか。 

・班での活動で気づ

いたことを発表し

合う。 

・感想もあれば発言

させたい。 

（１０分） 

 

（４）成果と課題 

【ＮＩＥの方からのご指導】 

○見出しの役割は、読者に伝えたいことを端的にまとめてあるということ。リード文は５Ｗ１Ｈを

基本として盛り込んである。新聞社による記事の違いはなぜあるのか。そのへんにも踏み込んで学

習してもよいかもしれない。 

○テーマと題材の絞り込みを行い、自分自身の考えをはっき

りさせる。５年生の活動としてはすばらしかった。マスメデ

ィアの長所と短所が選択のヒントになる。この活動を通じて、

子どもたちに御嶽山がより身近になった。 

○学級全体の雰囲気がよく、気持ちの交流もある。自分たち

で、どんどん授業が進められていた。学習問題の解決も、お

互いの新聞記事を発表する、読み合う、読み比べることで解

決していった。違いに気づく喜び、発見の喜びを、今後どう

生かすのか考えたい。 

 

 

 

 

班での活動を通

して、同じ出来事

に関する記事で

も新聞社による

違いがあること

に気づくことが

できたか。 



【まとめ（授業者の感想を含む）】 

今回、ＮＩＥ教育にかかわらせて研究授業の授業者をさせていただき、大変勉強になった。新聞

を見比べるという活動は、観点がややはっきりとしておらず、子どもによっては少し難しい活動と

なってしまった。授業の評価としては、新聞を見比べることで、同じ内容の記事でも違いがあるこ

とに気づいている子どもが多かったので、主眼は達成できていたように思う。また、本校の研究テ

ーマである「自ら課題をもって学び、仲間とかかわりあって追究する子ども」から見ても、今回の

授業ではかかわり合い、そして追究する場面が多く見られた。かかわり合うことで、自分一人では

気づけない内容や事柄にも気づいたり、知ったりすることも

できていた。かかわるという活動を学び、その中で他者から

学ぶということ。これはまさに学校教育のメリットに他なら

ない。新聞や本などからの活字離れが言われている昨今だが、

新聞を使うことで学習意欲が増し、自分たちに身近な内容の

記事であれば、子どもたちの学習意欲も増す。新聞を授業に

取り入れることで、子どもたちが学ぶものは大きいと感じた

ので、今後も、新聞という教材を積極的に取り入れていきた

いと思っている。 

 


